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研究を始めるのに必要な知識・能力
　「২物をҭてるのが楽しい」というのが、必ਢ৚݅です。分子生物学の基礎知識となにより、೤心に取り組む姿勢をظ଴します。さらに、

「Կかを成し遂͛たい」とՌ׶に௅むڧいؾ持ちも大੾です。
　研究室の指導方針
　研究室配属後、じっくりؒ࣌をかけて研究テーマを決ఆします。研究室内のプロジェクトを一通り学習した後、実ࡍのテーマは、学
生のر望にもとͮき、スタッフによるద性൑ఆも౿ま͑て決ఆします。म̍࢜೥の終Θりには、学会（೥຤に開࠵される日本分子生物学
会）での発දを行ってもらいます。म࢜の̍ ೥目で、研究者としてのスタートμッシϡを決めることで、ϫークライフόランスを取りながら、
就職、研究活動をԁ׈に進めることを目ࢦします。

この研究で身につく能力
　म࢜のؒに、২物分子Ҩ఻学における実ફ能力を身につけます。২物όイオ基礎研究を通して問題に真᎜に取り組み、解決していく
能力をཆいます。これによりΞカデミックのみならず、企業においても応用力、実行力を発شすることのできるਓ材のҭ成を行います。
さらに、ෳ数のཹ学生との研究議論を通して、国֮ײࡍをཆいます。ത࢜課ఔに進学する学生には、ಛఆの実験ܥのみならず、ݱ୅の
২物科学研究をแׅ的に理解する能力、自らの力で実験をデβインして、ۓ٤の課題を遂行していける能力、国ࡍ会議に参Ճして発ද、
議論する能力、ӳޠ論จをॻき上͛る能力が身につくようなࢦಋを行います。

修了生の活躍の場
　৯品、ҩༀ品、化হ品などの製造業およͼ研究開発職

研究内容
·੒͞Ε͍ͯܗɺՌ෺͸͢΂ͯ২෺͕͚ͭΔՖ͔Βࡊ෺΍野ࠄ　 ɻͭ͢·ΓɺՖͷ࢈෺
͕ͳ͚Ε͹ɺͪͨࢲ͸ੜ͖͍ͯ͘͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻՌ実΍छ子͕正ৗʹܗ੒͞ΕΔͨ
Ίʹ͸ɺࣗݾෳ੡ೳɺଟ෼ԽೳΛࡉװͭ࣋๔͕ద੾ͳ͞ࢭఀʹظ࣌ΕΔඞཁ͕͋Γ· ɻ͢
΅ٴΛڹӨʹޚ๔ͷ૿৩ͱ෼ԽʹؔΘΔҨ఻子ͷస੍ࣸࡉװ ʮ͢ΤϐδΣωςΟοΫम
০ʯʮ২෺ϗϧϞϯʯͷղੳΛͱ͓͠ ɺͯՖͷͮܗ Γ͘ͷ࢓૊ΈΛ明Β͔ʹ͠· ɻ͢·ͨɺ
֎෦ڥ؀ͷมԽͳͲ͕২෺ʹٴ΅͢ӨڹΛௐ΂Δ͜ͱͰɺҎԼʹৄड़͢Δޙࠓͷ৯ྉ安
ఆڅڙ໰୊ͷղܾʹͭͳ͕ΔڀݚΛɺ͕ࣨڀݚ一ؙͱͳͬͯ 行ͬͯ ͍· ɻ͢

ʣ̍ࡉװ๔ͷ૿৩཈੍ͱࡉ๔෼Խͷ੍ߏػޚ
　Ֆࡉװ๔ͷ૿৩͸ଟ ͷ͘సࣸҼ子ʹΑΔෳ਺ͷҨ఻ֶతͳܦ࿏ʹΑΓ཈੍͞Ε͍ͯ·

ɻͦ͢ΕΒͷసࣸҼ子ͷλʔήοτҨ఻子Λಉఆ͠ɺۭؒ࣌ಛҟతͳൃߏػޚ੍ݱͱλʔ
ήοτҼ子ͷ作༻ߏػͷڀݚΛ行͍· ɻ͢͜ΕʹΑΓɺՖࡉװ๔ͷ૿৩཈੍ܦ࿏ʹ͓͚
Δ২෺ϗϧϞϯ͓ΑͼΤϐδΣωςΟοΫͳ੍ߏػޚΛղ明͍͖ͯ͠· ɻ͢͞ΒʹՖࡉװ
๔ͷ૿৩੍ޚʹ͔͔ΘΔࡉ๔ؒͷ৘ใ఻達Λ行͏ϦϯࢎԽΛ介ͨ͠γάφϧ͕ɺ࠷ऴత
ʹͲͷΑ͏ʹ֩಺ʹ఻達͞ΕɺΤϐδΣωςΟοΫͳҨ఻子ͷൃݱʹӨڹΛ༩͑Δͷ͔Λղੳ͠· ɻ͢ՄࢹԽղੳɺ਺ཧղੳɺ合੒ੜ
෺ֶతղੳΛؚΊͨแׅతͳղੳʹΑΓɺՖࡉװ๔ͷ੍ޚʹ͓͚Δௐ和ͱՄ઼ੑɺੑڧؤͷߏػΛ෼子Ϩϕϧɺࡉ๔ϨϕϧɺݸମϨ
ϕϧͰཧղ͢Δ͜ͱΛ໨͠ࢦ· ɻ͢

̎ʣڥ؀Ԡ౴ͱॱԽߏػ
　২෺͸ɺಈ෺ͱ͸ҟͳΓɺڥ؀มಈʹରͯ͠ඇৗʹॊೈʹԠ౴͠ɺͦͷڥ؀ʹదԠ͠· ɻ͢高Թ৚݅ԼͰੑ׆ͷ高·Δώετϯम০
߬ૉͷ作༻ߏػͳͲʹண໨͠ɺ২෺͕ڥ؀ʹରԠ͠ ɺͯͦͷ৘ใΛهԱͯ͠ϝϦεςϜͷڍಈɺ෼Խͷ༷ࣜΛม͢׵Δ͓ߏػΑͼɺه
Ա͕ফ͞ڈΕΔߏػͷղ明Λ໨͠ࢦ· ɻ͢͞Βʹ͜ΕΒͷ知ݟΛ利༻͠ ɺͯ೶ۀతͳࢹ఺͔ΒΑΓޮ཰తͳ೶作෺ͷ։Ֆɺ݁実ظ࣌ͷ
ௐઅΛՄೳͱ͢Δج൫ٕज़ͷߏங΋໨͠ࢦ· ɻ͢

̏ʣ༏ྼੑΛ͔ͭ͞ͲΔ੍ߏػޚ
　ҟͳΔ਌ಉ࢜Λަ഑ͯ͠ಘΒΕΔࡶछୈ一୅͸਌ΑΓ΋༏Ε࣭ͨܗΛࣔ͢ͱ͍͏ࡶछڧ੎͕ݟΒΕ· ɻ͢·ͨɺΞϒϥφՊ২෺ͷࣗ
Ոෆ和合ੑʹؔΘΔՖคҼ子ʹ͸ɺෳࡶͳ༏ྼੑ͕ଘ͠ࡏ· ɻ͢Ҩ఻子ػೳ΍ൃݱͷ༏ྼੑΛܾఆ͢ΔΤϐδΣωςΟοΫߏػͷղ
明Λ໨͠ࢦ· ɻ͢
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共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
、԰大、౦工大、理化学研究所などの国内の大学ݹ໊、۝भ大、౎大ژ　
研究機関のଞ、6niW. oG 1ennsZlWania
 6niW. oG (eorHia
 National 
6niW. oG SinHapore
 6niW oG BirminHhamなど、ԤถΞジΞ֤国の有力
大との共同研究を行っています。ࡏݱ、ത࢜学生�໊、म࢜学生��໊、研
究ࢦಋスタッフ̐ （໊教授 、̍ॿ教̏）、技術ิ໊�ࠤのメンόーで、科研費
基盤A、新学術ྖҬ公ื൝、௅戦的研究（๖ժ）、ෳ数のஂࡒからの֎෦
。金の支援をडけ、活発に研究を行っていますࢿ

ਓੜをมえるՖ研究。
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